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凡
例

一　
木
簡
の
番
号
は
報
告
書
に
よ
つ
て
新
た
に
割
り
振

っ
た
も
の
を
使
用
し
て
い

る
。
番
号
を
付
け
る
際
の
基
準
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
自
然
流
路
内
の
層
位
の
う
ち
、
よ
り
新
し
い
年
代
か
ら
。

②
同

一
層
位
内
で
は
、
出
土
日
付
の
古
い
順
で
。

一
一　
木
簡
釈
文
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
書
式
を
用
い
た
。
法
量

剛
を

「長
さ
×
幅
×

厚
み
」
で
釈
文
の
下
に
表
し
、
括
弧

（　
）
は
本
来
の
形
状
を
留
め
て
い
な
い
部
分

の
法
量
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

型
式
番
号
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
も
の
を
用
い
、
三
桁
の
数
字
で
以
下
の
通
り

に
記
す
。

〇

一
一
型
式
　
短
冊
形

〇

一
五
型
式
　
短
冊
形
で
側
面
に
穴
を
穿
っ
た
も
の
。

〇

一
九
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損

・
腐
食
で
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。

〇
三

一
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。
方
頭
、

圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

〇
三
二
型
式
　
長
方
形
の
材
の

一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

〇
三
三
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ

た
も

の
。

〇
三
九
型
式
　
長
方
形
の
材
の

一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折

損

・
腐
食
で
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。

〇
四
九
型
式
　
長
方
形
の
材
の

一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て
い
る
が
、
他
端
は
折

損

・
腐
食
で
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。

〇
五

一
型
式

〇
五
九
型
式

〇
六

一
型
式

〇
六
五
型
式

○
人

一
型
式

〓
一　
釈
文
に
用
い
た
符
号
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「　
」

木
簡
の
上
端
並
び
に
下
端
が
原
形
を
留
め
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

＜
　
　
木
簡
の
上
端

・
下
端
な
ど
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

ｏ
　
　
穿
孔
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

■
■
　
抹
消
に
よ
り
判
読
の
困
難
な
も
の
。

□
□
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

同
国
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

岡
Ш
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

『　
』

異
筆
、
追
筆
。

”
一　
木
目
と
直
交
す
る
方
向
の
刻
線
を
示
す
。

・
―
・

表
面
の
剥
離
に
よ
り
、
字
画
の
存
在
が
不
明
確
な
も
の
。

×
　
　
前
後
に
文
字
の
続
く
こ
と
が
内
容
上
推
測
さ
れ
る
が
、
折
損
な
ど
に
よ
り
文

字
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
。

・
　

木
簡
に
裏
表
が
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

〔　
〕

校
訂
に
関
す
る
註
で
、
原
則
と
し
て
釈
文
の
右
傍
ら
に
付
し
、
本
文
に
置
き

換
え
る
べ
き
文
字
を
含
む
も
の
。

力
　
　
筆
者
が
加
え
た
註
で
、
疑
問
の
残
る
も
の
。

長
方
形
の
材
の

一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の

一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損

・
腐
食
で

原
形
が
失
わ
れ
た
も
の
。

用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

折
損

・
腐
食
そ
の
他
に
よ
つ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。
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四
　
木
簡
の
実
測
図
に
は
、
大
橋
の
観
察
に
よ
り
、
木
簡
表
面
の
「ケ
ズ
リ
」
や
「
ワ

リ
」
、
「欠
損
」
と
い
っ
た
考
古
学
的
情
報
を
優
先
し
て
書
き
入
れ
た
。

五
　
実
測
図
は
基
本
的
に
１
／
２
の
縮
尺
と
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
縮
尺
に
は
全
て

個
々
に
ス
ケ
ー
ル
を
付
け
て
あ
る
。

一ハ
　
図
版
の
木
簡
赤
外
線
写
真
は
、
基
本
的
に
実
測
図
と
同
じ
縮
尺
と
し
た
。

七
　
木
簡
の
写
真
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
中

村

一
郎
氏
が
撮
影
し
た
も
の
を
使
用
し
た
。
な
お
、
木
簡
写
真
の
巻
頭
カ
ラ
ー
、
赤

外
線
写
真
と
も
に
保
存
処
理
前
の
状
態
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

木
簡
の
出
土
状
況

出
上
し
た
木
簡
は
七
点
で
あ
る
。
こ
れ
で
観
音
寺
遺
跡
で
出
土
し
た
木
簡
数
は
、

三
二
二
点
と
な
っ
た
。
三
区
西
で
は
二
点
が
出
上
し
た
。
二

一
九
号
木
簡
は
九
層
か

ら
、
三
二

一
号
木
簡
は

一
一
層
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
三
区
東
で
は
四
点
が
出
上
し

た
。
二

一
七
号
木
簡
は
、
現
舌
洗
川
の
堆
積
層
に
含
ま
れ
て
い
た
近
世
の
位
牌
で
あ

る
。
二

一
人
号
木
簡
は
物
忌
札
で
八
層
、
一
〓
一〇
号
木
簡
は

一
二
層
の
も
の
で
あ
る
。

三
二
二
号
木
簡
は

一
四
層
か
ら
出
土
し
、
こ
の
調
査
区
で
最
も
深
い
位
置
に
埋
没
し

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
木
簡
の
分
布
は
散
浸
で
あ
る
が
、
小
グ
リ
ッ

ド
Ｔ
‐
‐７
と
Ｔ
‐
・８
の
境
界
部
分
に
ま
と
ま
り
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
九
層
に
お
い

て
斎
串
が
集
中
し
て
い
た
部
分
と

一
致
す
る
。
両
者
の
垂
直
分
布
を
比
較
す
る
と
、

斎
串
は
標
高
四

ｍ
よ
り
下
位
に
位
置
し
、
木
簡
は
四

ｍ
よ
り
上
位
に
位
置
す
る
こ
と

が
わ
か
る
。
単
に
木
製
品
が
堆
積
し
や
す
い
位
置
に
あ
つ
た
た
め
か
、
祭
祀
の
場
に

関
連
す
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
他
の
木
簡
は
単
独
で
分
布
す
る
こ
と
か

ら
、
上
流
で
投
棄
さ
れ
た
木
簡
が
、
埋
没
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
　
出
土
木
簡
の
観
察
と
釈
文

二

一
六
号
木
簡

「召
□
□
□
男

（二
〇
工Ｏ
×
八
五
×
六
　
〇

一
九

左
右
に
二
片
接
続
。
上
端
削
り
。
下
端
折
れ
。
左
右
両
辺
は
削
り
。
大
型
の
召
文

の
断
片
で
あ
ろ
う
。
一
一～
五
文
字
目
は
人
名
と
見
ら
れ
る
。
一
一文
字
目
の
寿
は
「川
」

と
み
ら
れ
、
字
形
は
全
体
と
し
て

「訓
」
が
最
も
近
く
、
「
ク
一こ

と
読
む
可
能
性
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が
あ
る
が
、
「訓
」
で
始
ま
る
姓
の
類
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
三
文
字
目
は

「造
」

な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
。
四
文
字
目
は

「
マ
」
と
も
読
み
と
れ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で

「部
」
と
判
断
す
る
と
、
三
文
字
目
と
の
間
が
開
き
過
ぎ
、
「
マ
」
は
文
字
の

一
部

と
読
み
取
る
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
「今
」
、
「鳥
」
な
ど
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
が
判
然
と
し
な
い
。
「男
」
の
下
に
は
文
字
は
続
か
ず
、
ゆ
っ
た
り

と
間
を
あ
け
て
命
令
文
言
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
舌
洗
川
か
ら
出
土

し
た
木
簡
。

二

一
七
号
木
簡

。
「　
寛

廷

元
戊
辰
天

入
以
法
慈
雲
信
士
霊
位

。
「　
　
　
　
　
儀
右
衛
門

盆

四

こ

益

≡

↑

五
ア

ニ

・
五

〇
六

一

上
端
と
右
辺
削
り
。
下
端
折
れ
。
左
辺
割
れ
。
位
牌
の
断
片
。
寛
延
元
年
は

一
七

四
八
年
。

二

一
八
号
木
簡〔堅
力
〕

今
日
□
物
忌

（六
〇
九
）
×
四
二
×
八
　
〇
五
九

上
端
折
れ
。
但
し
、
左
辺
上
端
に
は
山
形
に
整
形
し
て
い
た
痕
跡
が
残
る
。
左
右

両
辺
は
削
り
で
、
下
部
折
れ
て
い
る
が
、
左
右
か
ら
削

っ
て
尖
ら
せ
て
い
た
と
み
ら

れ
、
下
部
は
や
や
細
く
な
る
。
刃
物
を
入
れ
て
大
き
く
二
つ
に
切
断
し
て
廃
棄
す
る
。

三
文
字
目
は

「堅
」
と
し
て
は
筆
画
が
少
な
く
、
普
通
は
最
終
画
と
し
て
打
た
れ
る

点
が
付
か
な
い
の
も
難
点
で
あ
る
。
字
形
か
ら
は

「全
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
「全

（ま
っ
た
き
と

は
、
文
語
形
容
詞

「ま
っ
た
し
」
の
連
体
形
で
、
「完
全
な
、
欠
け

た
と
こ
ろ
の
な
い
」
の
意
味
と
し
て
通
じ
る
が
、
「全
」
と
し
て
も
や
や
間
延
び
し

た
感
が
あ
る
。　
一
方
、
物
忌
札
の
類
例
に
は
、
「固
物
忌
」
（類
例
多
数
）
、
「難
物
忌
」

（兵
庫
県
袴
座
遺
跡
の

一
点
の
み
）
の
例
は
あ
る
が
、
「
カ
タ
キ
」
に

「堅
」
を
あ

て
た
事
例
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
文
献
史
料
に
は

「堅

固
物
忌
」
が
多
く
み
え
、
記
録
に
は
記
主
の
癖
で
あ
ろ
う
か
、
「堅
物
忌
」
の
例
も

あ
る

（藤
原
忠
実
の

『殿
暦
』
な
ど
）
。
な
お
、
下
端
部
右
寄
り
に
、
横
方
向
の
墨

痕
の
可
能
性
の
あ
る
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
三
文
字
目
は
、
「全
」
よ

り
は

「堅
」
の
可
能
性
が
高
い
と
総
合
的
に
判
断
し
た
。
三
区
東
の
人
層

（
一
〇
世

紀
前
半
）
か
ら
出
土
。

二

一
九
号
木
簡

「
＜
加
毛
賀
茂
春
男
麦
五
×

（
一
〓

一
∠

一〇
∠
一一　
Ｑ

一一九

上
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
。
下
端
折
れ
。
全
体
に
シ
ミ
状
の
付
着
物
が
著
し
い
。

「加
毛
」
は
阿
波
国
名
方
郡
内
の
郷
名
。
「賀
茂
春
男
」
は
人
名
で
、
麦
五
斗
の
貢

進
者
で
あ
ろ
う
。
三
区
西
の
九
層

（
一
〇
世
紀
前
半
）
か
ら
出
土
。

三
二
〇
号
木
簡

「角
俣
」

一
二
四
×
一
人
×
四
　
〇

一
一

四
周
削
り
。
付
札
で
あ
る
な
ら
ば
、
「角
俣
」
は
紅
藻
植
物
ツ
ノ
マ
タ
属
の
ツ
ノ

マ
タ

。
ヒ
ラ
コ
ト
ジ
に
比
定
さ
れ
、
コ
ト
ジ
ツ
ノ
マ
タ
に
比
定
さ
れ
る
鹿
角
菜
と
は
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別
種
と
い
う

（関
根
真
隆
　
一
九
六
九

『奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
し
。
平
城
宮

・
京

跡
出
土
木
簡
に
は
角
俣
の
付
札
の
類
例
が
二
例
あ
る

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

一
九
六
七

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
⑭
』
、
〇
三

一
型
式
。
奈
良
文
化
財

研
究
所
　
一
一〇
〇
五

『平
城
京
木
簡
』
三
　
四
九
八
〇
、
〇
五

一
型
式
）。
今
回
の

木
簡
は
〇
一
一
型
式
で
、
付
札
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
異
例
の
型
式
と
い
え
よ
う
。
三

区
東
の
一
二
層

（九
世
紀
）
か
ら
出
土
。

三
二
二
号
木
簡

「櫻
間
里
酒
人
マ
赤
麻
呂
日
□
」

二
〇
四
×
二
〇
×
七
　
〇
五

一

四
周
削
り
。
観
音
寺
遺
跡
出
土
木
簡
に
類
例
が
多
い

「郷
名
十
人
名
」
の
〇
五

一

型
式
の
木
簡
の

一
例
。
末
尾
に
薄
く
墨
痕
が
残
る
が
、
観
音
寺
遺
跡
出
土
木
街
に
は

人
名
ま
で
で
完
結
す
る
類
例
が
多
く
、
品
目

・
数
量
が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
考

え
る
に
は
残
画
が
少
な
過
ぎ
る
。
「櫻
間
」
は
阿
波
国
名
方
郡
内
の
郷
名
。
「里
」
表

記
を
と
る
の
で
、
八
世
紀
初
頭
の
七

一
七
年
以
前
の
木
街
。
三
区
東
の

一
四
層

（八

世
紀
前
半
）
か
ら
出
土
。

〓
一　
木
簡
状
木
製
品

木
簡
と
同
様
の
形
態
、
表
面
の
整
形
を
し
た
も
の
を
木
簡
状
木
製
品
と
し
て
分
類

し
た
。
当
初
は
木
簡
の
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
が
、
保
存
処
理
後
の
再
検
討
に

お
い
て
、
墨
痕
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
五
六
〇
は
〇
三
二
型
式
、
五

工全

、
五
六
三
は
〇
三

一
型
式
の
付
札
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
（大
橋
）

一
一一
一
一
号
木
簡

□

学

十

一
　

＋

→目講

円

”
　

田

洵

一　
却

０
三
◆
×
（
一
人
五
）
×
一
二
　
〇
八

一

横
材
木
簡
の
断
片
。
上
端
折
れ
。
下
端
は
刻
線
部
分
で
切
断
。
左
右
両
辺
は
二
次

的
削
り
。
裏
面
は
未
整
形
。
「龍
」
は
竹
冠
が
つ
い
て
「籠
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
「龍
」

と
す
れ
ば
、
海
産
物
の
名
称

（平
城
宮
跡
出
上
の
但
馬
国
の
荷
札
に

「謄
雲
龍
」
（奈

良
文
化
財
研
究
所
　
一
九
九
三

『平
城
宮
木
簡
』
五
　
七
九
〇
三
）
、
長
屋
王
家
木

簡
の
削
屑
に

「雲
龍
」
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
一
九
九
三

『平
城
宮
発
掘
調

査
出
土
木
簡
概
報
い
も
と
み
え
る
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
か
。
実
態
は
不
詳
。
）。
「籠
」

と
す
れ
ば
海
産
物
の
容
器
の
こ
と
と
な
ろ
う
。
「令
」
（箇
）
は
字
形
か
ら
の
判
断
。

し
か
し
、
海
産
物
の
数
量
を
列
記
し
た
木
簡
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
「龍
」
で
あ

る
場
合
は
も
と
よ
り
、
「籠
」
で
あ
っ
て
も
籠
そ
の
も
の
の
個
数
と
み
る
よ
り
は
、

籠
に
入
れ
ら
れ
た
海
産
物
の
量
の
単
位
、
す
な
わ
ち

「合
」
の
省
画
の
可
能
性
も
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。
三
区
西
の
一
一
層

（八
世
紀
前
半
）
か
ら
出
土
。

準 出

部 □

部 十
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第
人
三
図
　
出
土
木
簡
実
測
図
①

・
木
簡
状
木
製
品
実
測
図

二

一
六
号
木
簡

ｍＦ

Ｈ

Ｈ

円

Ｈ

止

Ｔ

日

Ｈ

Ｈ

日

Ｌ

五

六

一

一

五
六
三
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二

一
六
号
木
簡

二

一
七
号
木
簡

図
版
三
〇

五

六

〇

木簡状木製品
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第
八
四
図

二

一
八
号
木
簡

出
土
木
簡
実
測
図
②

一

ｍ

二

一
九

号

木

簡

「
ド

日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ＩＩ

円

Ｈ

ＩＩ

ド

Ｈ

日

Ｈ

日

Ш

日

Ш

ＩＩ

鴫

一　

　

　

　

　

　

　

　

一

Ｐ
物
一

ｍ

三

二

〇

号

木

簡

ｒ

Ｈ

Ｈ

Ｉ Ｉ

円

― Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｈ

Ｈ

砕

Ｈ

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｈ

Ｈ

日

Ｌ

一

尋

一

ｍⅣ

Ｈ

日

― Ｉ

Ｉ Ｉ

円

止

ｒ

Ｈ

日

Ｉ 十

日

日

Ｌ

刃
物
悔

;ャ

澪
＼

r

ケ

ぺ
畿
隠
脂
、

悦

三
二
二
号
木
簡

∩

―――

―――

―――

‐――

‐―――

脚

――

‐――――

――――

冊

個

旧

脚

阿

炒

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

因阿阿‐‐‐‐‐‐‐‐‐ｌヶ‐‐円円川‐‐‐‐‐‐‐‐‐円‐‐――‐‐‐‐脚岡脚ＷＶ
ｍ
∞

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

∩
――

―――

――

――‐

Ｍ

ＩＩ‐

―――

――――

――――

‐――

‐―――

脚

図

剛

Ｍ

例

℃
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二

一
八
号
木
簡

二

一
九
号
木
簡

三
二
〇
号
木
簡

図
版
三

一

三
二
一
号
木
簡

三
二
二
号
木
簡
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四
　
出
土
木
簡
の
製
作
と
廃
棄
の
特
徴
に
つ
い
て

観
音
寺
遺
跡
西
環
状
線
地
点
か
ら
出
上
し
た

一
三
六
点
の
木
簡
の
う
ち
、
明
確
に

古
代
の
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は

一
三
〇
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
木

簡
を
用
途
別
に
分
類
し
、
そ
の
形
状
か
ら
製
作
過
程
と
廃
棄
方
法
の
特
徴
に
つ
い
て

記
述
す
る
。

木
簡
の
分
類

木
簡
を
用
途
別
に
分
類
す
る
と
、
「文
書
木
簡
」
、
「付
札
」
、
「習
書
木
簡

。
そ
の

他
」
に
分
け
ら
れ
る
。
「文
書
木
簡
」
は
、
文
書
や
下
書
き
、
記
録
に
使
わ
れ
た
も

の

「付
札
」
は
貢
進
物
に
付
け
ら
れ
た
荷
札
。
「
習
書
木
簡
」
は
文
字
を
書
く
練
習

に
使
用
し
た
も
の
と
し
た
。
習
書
木
簡
に
つ
い
て
は
、
文
書
木
簡
や
付
札
に
使
用
さ

れ
た
後
に
、
習
書
さ
れ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
の
で
、
前
の
用
途
が
推
測
で
き
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
も
と
の
木
簡
の
種
類
に
分
類
し
た
。
こ
こ
で
は
文
書
木
簡
と
付
札
を

と
り
あ
げ
る
。

文
書
木
簡
は

一
一
点
で
あ
る
。

（九
二
号
、
一　
一
四
号
、
〓
一四
号
、
〓
二
一
号
、
〓
二
三
号
、
〓
二
七
号
、
一
八
二
号
、

一
八
〓
百
巧
、
一
一〇
一
口巧
、
一
一〇
一
百
〓
、
一
一二
一
田巧
）

付
札
は
四
四
点
で
あ
る
。

（九
四
号
、
一
〇
二
号
、
一
一
〇
号
、
一
一
七
号
、
〓
一五
号
、
〓
二
四
号
、
〓
量
合
巧
、

一
三
八
号
、
一
四
〇
号
、
一
四
一
号
、
一
四
三
号
、
一
四
四
号
、
一
四
五
号
、
一
四
六
号
、

一
四
七
号
、
一
四
人
号
、
一
四
九
号
、
一
五
四
号
、
一
五
人
号
、
三
〈
百
巧
、
三
全
百
万
、

一
七
二
号
、
一
七
四
号
、
一
七
五
号
、
一
七
七
号
、
一
八
一
号
、
一
八
四
号
、
一
八
五
号
、

一
八
六
号
、
一
八
七
号
、
一
八
八
号
、
一
九
〇
号
、
一
九

一
号
、
一
九
四
号
、
一
一〇
〇
号
、

三
〇
三
号
、
一
一〇
九
号
、
一
三

一
号
、
一
三

一
一号
、
一
〓

四
号
、
一
〓

五
号
、
一
〓
九
号
、

一
一二
〇
号
、
一
〓
一二
号
）

木
簡
の
製
作
過
程
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
木
簡
の
製
作
方
法
を
、
原
木
か
ら
板
材
を
作
り
出
す
段
階
（第

一
段
階
）

と
、
目
的
に
合
わ
せ
て
整
形
す
る
段
階

（第
二
段
階
）
を
想
定
す
る
。
そ
し
て
観
音

寺
遺
跡
出
上
の
木
街
の
特
徴
を
も
と
に
、
木
簡
の
製
作
方
法
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

第

一
段
階

（原
木
か
ら
板
材
を
作
り
出
す
段
階
）

鋸
を
使
用
し
た
痕
跡
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
原
木
か
ら
板
材
を
作
り
出
す
に
は
、

「割
る
」
「割
く
」
と
い
つ
た
技
術
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
の
表
面

は
文
字
を
書
く
た
め
に
整
形
さ
れ
た
も
の
が
多
い
の
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

割

っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
木
目
の
方
向
を
確
認
す
る
と
、
こ
れ
ま

で
に
観
音
寺
遺
跡
で
出
上
し
た
古
代
の
木
簡
二

一
五
点
の
う
ち
、
板
目
材
は

一
四
三

点

（六
七
％
）
で
あ
り
、
大
半
が
板
目
材
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
。
特
に
、
南
環

状
線
地
点

（⑪
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
一
一〇
〇
二

『観
音
寺
遺
跡
Ｉ
し

か
ら
出
土
し
た
人
世
紀
前
半
ま
で
の
木
簡
で
は
八
五
点
中
六
六
点

（七
八
％
）
で
あ

る
。
西
環
状
線
地
点
か
ら
出
土
し
た
人
世
紀
後
半
以
降
の
も
の
で
は

一
三
〇
点
中
七

七
点

（五
九
％
）
が
板
目
材
と
な
り
、
各
調
査
地
点
で
差
異
が
み
ら
れ
た
。

次
に
木
簡
の
表
面
を
観
察
す
る
と
、
細
か
く
削

っ
て
整
形
さ
れ
た
も
の
と
、
特
に

整
形
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
文
書
木
簡
ま
た
は
下
書
き
と
し
て
使
用
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
木
簡

（
一
三

一
号
、　
一
人
三
号
、
二
〇

一
号
、
二
〇
二
号
）
に
は
複

雑
な
削
り
面
が
見
ら
れ
る
。　
一
方
、　
一
四
九
号
木
簡
の
様
な
幅
の
狭
い
付
札
は
、
表

面
を
縦
長
に
削

っ
て
整
形
し
た
比
較
的
単
純
な
削
り
面
が
残

っ
て
い
る
。
実
際
に
板
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の
表
面
を
削

っ
た
場
合
、
刃
の
形
状
が
直
線
状
の
刀
子
を
使
用
す
る
と
、
幅
の
狭
い

板
は
削
り
易
い
が
幅
が
広
い
板
の
中
央
部
は
削
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
文
書
木
簡

は
、
付
札
に
比
べ
て
幅
が
広
く
大
き
な
板
を
使
用
す
る
た
め
、
表
面
の
整
形
に
手
間

が
か
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
平
坦
な
削
り
面
を
も
つ
も
の
が
多
い
中
で
、
湾
曲
し
た
小
さ
な
削
り
面
が

連
続
的
に
残
さ
れ
る
、
「カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
」
（山
中
　
一
九
九
二
）
が
見
ら

れ
る
も
の
が
あ
る
。　
一
人
七
号
木
簡
や
二
〇
二
号
木
簡
で
、
二
〇
二
号
木
簡
の
裏
面

に
は
墨
痕
の
残
存
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。
山
中
　
立早
氏
は
、
「
カ
ッ
ト
グ
ラ

ス
状
の
削
り
面
を
有
す
る
木
簡
に
は
、
再
利
用
さ
れ
た
二
次
的
木
簡
の
可
能
性
も
あ

る
」
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
削
り
に
は
、
湾
曲
し
た
刃
物
が
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
観
音
寺
遺
跡
か
ら
は
、
刃
を
大
き
く
曲
げ
た
刀
子
が
出
上
し
て
い
る
の
で
、
そ

う
し
た
形
状
の
も
の
が
想
定
さ
れ
る

（⑪
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
〇

八

『観
音
寺
遺
跡
⑪
し
。

再
使
用
の
た
め
に
表
面
を
削
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
木
簡
に
は
、
二
〇

一
号
木
簡
が

あ
る
。
裏
面
上
部
の
行
間
に
、
本
文
と
は
無
関
係
の
墨
痕
が
残
存
し
て
い
る
た
め
、

繰
り
返
し
の
使
用
を
想
定
し
た
。
原
形
を
留
め
る
左
側
面
は
厚
さ
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ

り
、
非
常
に
薄
い
部
分
が
あ
る
。　
一
方
で
割
裁
さ
れ
た
右
側
面
は
厚
い
。
も
と
の
木

簡
の
中
央
部
分
に
あ
た
る
た
め
、
深
く
削
る
こ
と
が
で
き
ず
、
厚
く
残
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

第
二
段
階

（目
的
に
合
わ
せ
て
整
形
す
る
段
階
）

こ
こ
で
は
文
書
木
簡
と
付
札
に
分
け
て
、
そ
の
特
徴
を
記
述
す
る
。

①
文
書
木
簡

文
書
木
簡
は
割
裁
さ
れ
た
り
、
二
次
的
に
加
工
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
出
土
し
た

木
簡
を
以
下
の
よ
う
に
分
類
し
た
。

△
．
完
形
の
も
の
（
一
八
二
口巧
、
一
八
一一一口己

Ｂ
．
端
部
や
側
面
が
切
断
ま
た
は
割
裁
さ
れ
て
い
る
も
の

（九
二
号
、
一　
一
四
号
、
〓
≡
舌
巧
、
〓
二
七
号
、
一
一〇
一
号
、
一一〇
二
号
、
一
〓
一
一
号
）

Ｃ
．
二
次
的
に
整
形
さ
れ
て
い
る
も
の
全

二
四
田τ
、
〓
三
百
３

完
形
は
二
点
の
み
で
あ
る
。　
一
人
三
号
木
簡
は
両
端
を
尖
ら
せ
て
お
り
、
二
次
的

整
形
の
可
能
性
も
あ
る
。　
一
人
三
号
木
簡
は
上
端
の
大
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
が
、

残
存
部
を
考
慮
す
る
と
長
方
形
の
木
簡
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
木
簡

は
端
部
や
側
面
に
切
断
か
割
裁
の
痕
跡
が
残
る
も
の
が
多
い
。　
三
二
二
号
、　
三
二
七

号
、
二
〇

一
号
木
簡
の
よ
う
に
木
目
に
沿

っ
て
、
縦
に
割
裁
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、

九
三
号
、
二
〇
二
号
木
簡
の
よ
う
に
上
端
が
折
れ
た
り
切
断
さ
れ
た
状
態
の
も
の
も

あ
る
。
原
形
を
留
め
て
い
る
部
分
を
み
る
と
、
九
三
号
木
簡
は
下
端
が
九
く
整
形
さ

れ
、
二
〇

一
号
木
簡
も
上
端
が
斜
め
に
削
ら
れ
て
い
る
。
曲
物
の
底
板
な
ど
を
転
用

し
た
可
能
性
も
残
り
、
必
ず
し
も
長
方
形
の
板
材
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。　
一
二
四
号
、　
三
二
一
号
木
簡
は
文
字
と
は
関
係
な
く
下
部
が
や
や
細
く
整
形
さ

れ
て
お
り
、
木
簡
を
二
次
的
に
加
工
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
付
札
付
札
は
、
形
状
と
と
も
に
書
か
れ
た
内
容
を
考
慮
し
て
分
類
し
た
。
形
状
で
は
、

板
の
一
端
ま
た
は
両
端
に
紐
を
結
ぶ
た
め
の
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
（〇
三
型
式
）
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と
、
尖
ら
せ
た
も
の

（〇
五
型
式
）
が
あ
る
。
内
容
か
ら
は
、
前
者
に
は
品
名
や
数

量
が
書
か
れ
た
も
の
が
多
く
、
後
者
に
は
地
名
と
人
名
が
名
が
書
か
れ
た
も
の
が
多

い
特
徴
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
し
た
。

ａ
，
板
の

一
端
ま
た
は
両
端
に
紐
を
結
ぶ
た
め
の
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の

（九
四
号
、
一
〇
二
号
、
一
一
七
号
、
一
四
一
号
、
一
四
四
号
、
一
四
五
号
、
一
四
七
号
、

一
四
九
号
、
一
八

一
号
、
一
八
七
号
、
一
九
〇
号
、
一
九

一
号
、
一
九
四
号
、
一
一〇
三
号
、

一〓

一
号
、
一三

二
号
　
一
〓
五
号
、
一
三
九
号
）　
　
　
　
　
（総
数

一
八
点
）

ｂ
．
板
の
一
端
ま
た
は
両
端
を
尖
ら
せ
た
も
の

（
一
一
〇
号
、
〓
三
含
〒
、
〓
二
八
号
、
一
四
六
号
、
一
四
人
号
、
一
五
四
号
、

一
五
八
号
、
三
ハ
百
巧
、
一
七
二
号
、
一
七
四
号
、
一
七
五
号
、
一
七
七
号
、
一
八
四
号
、

一
八
六
号
、
一
八
八
号
、
一
一〇
〇
号
、
一
一〇
九
号
、
一
三

四
号
、
一
〓
〓
百
３

（総
数

一
九
点
）

ｃ
。
長
方
形
の
も
の
全

四
一二
口巧
、
≡

一〇
田３

ｄ
．
形
状
不
明
の
も
の
０

一
五
号
、
一
三
四
口一
、
一
四
〇
ロウ
、
三
全
一口巧
、
一
八
五
口３

以
上
の
分
類
で
は
、
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
と
、
尖
ら
せ
た
も
の
が
ほ
ぼ
同
数

で
、
長
方
形
の
も
の
が
２
点
で
あ
る
。

ま
ず
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
を
見
る
と
、
切
り
込
み
の
平
面
形
が
三
角
形
の
も

の
と
台
形
状
の
も
の
に
分
類
さ
れ
る
。
山
中
氏
の
分
類
に
よ
る
と
、
「キ
リ
カ
キ
技

法
」
、
「キ
リ
オ
ト
シ
技
法
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
三
角
形
の
切
り

込
み
を
も
つ
も
の
は

一
一
点
で
最
も
多
く
、
台
形
状
の
も
の
は
三
点
に
過
ぎ
な
い
。

台
形
状
の
切
り
込
み
を
も
つ
一
四
九
号
木
簡
は

「御
贄
」
の
ウ
ニ
の
付
札
で
あ
り
、

平
城
宮
内
裏
北
外
郭
官
行
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
の
も
の

（奈
良
国
立
文
化
財
研

究
所
　
一
九
六
六

『平
城
宮
木
簡
』

一
）
と
形
状
や
書
風
が
酷
似
し
て
い
る
。
同
様

に

一
九
〇
号
、　
一
九

一
号
木
簡
の
切
り
込
み
も
台
形
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

贄
に
近
い
性
格
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。　
一
九

一
号
木
簡
も
ウ
エ
の
付
札
で
あ
る
。

次
に
、
切
り
込
み
を
入
れ
る
際
に
刃
を
入
れ
る
順
番
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
平
面

形
が
三
角
形
の
キ
リ
カ
キ
技
法
の
場
合
に
お
い
て
、
最
低
二
回
は
板
に
刃
を
入
れ
る

必
要
が
あ
る
。
筆
者
が
付
札
の
製
作
実
験
を
行

っ
た
際
、
切
り
込
み
を
入
れ
る
順
番

に
よ
つ
て
は
、
木
日
に
沿

つ
て
意
図
せ
ず
に
割
れ
て
し
ま
う
経
験
が
あ
つ
た
。
具
体

的
に
は
、板
の
端
部
側
へ
先
に
刃
を
入
れ
て
木
目
の
繊
維
を
切
断
し
て
お
か
な
い
と
、

木
目
に
沿

つ
た
割
れ
が
端
部
に
達
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、　
一
気
に
キ
リ
カ

キ
を
行

っ
た
場
合
に
は
、後
か
ら
切
り
込
ん
だ
痕
跡
が
深
く
残
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
。

こ
れ
は
キ
リ
オ
ト
シ
技
法
の
場
合
で
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
で
、
付
札

の
切
り
込
み
部
分
を
観
察
す
る
と
、木
簡
に
深
く
切
れ
込
ん
だ
痕
跡
が
見
つ
か
っ
た
。

二

一
一
号
木
簡
上
端
の
キ
リ
カ
キ
に
は
、
端
部
と
は
逆
側

（板
の
中
央
側
）
か
ら
の

切
り
込
み
に
よ
る
深
い
傷
が
見
ら
れ
、
予
想
通
り
、
端
部
側
を
先
に
切
り
込
ん
で
木

目
の
繊
維
を
断
ち
切
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
木
簡
の
下
端
部
の
キ
リ

カ
キ
は
、
端
部
側
か
ら
の
切
り
込
み
に
よ
る
深
い
傷
が
あ
り
、
逆
で
あ
っ
た
。　
一
〇

二
号
木
簡
で
も
、
端
部
側
か
ら
の
切
り
込
み
に
よ
る
深
い
傷
が
、
裏
面
の
左
右
に
観

察
で
き
た
。　
一
四
四
号
、　
一
人
七
号
、　
一
九
四
号
、
二

一
九
号
木
簡
で
も
同
じ
結
果

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
先
に
板
の
中
央
側
か
ら
切
り
込
み
を
入
れ
、
端
部
側
の
切
り

込
み
を
後
か
ら
入
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
、
予
想
と
は
逆
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
を

ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

次
に
下
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。
上
端
を
半
円
ま
た
は
山
形
に
整
形
し
た
も
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の

（
一
五
四
号
、　
一
人
八
号
、
二
〇
〇
号
）
と
平
坦
な
も
の

（
一
七
七
号
、
三
二
二

号
）
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
の
他
に
上
端
を
切
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
み
ら
れ

る
。　
一
五
人
号
、　
一
七
五
号
は
上
端
の
角
が
斜
め
に
削
ら
れ
て
お
り
、
〇
三
三
型
式

の
木
簡
を
、
切
り
込
み
の
部
分
か
ら
切
断
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
同
様
に

一
七
二
号
、

一
人
四
号
、　
一
人
六
号
木
簡
も
文
字
の
書
き
出
し
が
上
端
に
近
く
、
木
簡
の
上
部
が

切
断
さ
れ
た
可
能
性
が
残
る
。
廃
棄
の
際
に
切
断
さ
れ
た
も
の
の
可
能
性
が
あ
る
。

記
さ
れ
た
内
容
か
ら
み
る
と
、
付
札
の
多
く
は
名
方
郡
内
の
郷
名
と
人
名
の
み
が

書
か
れ
た
も
の
で
、
「郷
」
の
文
字
を
省
く
例
が
多
い

（
一
四
人
号
、　
三
ハ
一
号
な

ど
）
。　
一
方
で
名
方
郡
以
外
の
地
名
が
書
か
れ
た
も
の
は
、
一
百
〔
全

四
四
号
、　
一

四
七
号
）
で
あ
る
。

そ
の
他
、　
一
四
三
号
、
三
二
〇
号
木
簡
は
長
方
形
の
木
簡
に
品
名
が
書
か
れ
て
い

る
た
め
付
札
と
し
た
。
ま
た
形
状
不
明
に
分
類
し
た
木
簡
も
地
名
や
人
名
、
品
名
が

書
か
れ
て
い
る
た
め
、
付
札
の

一
部
と
判
断
し
た
。

木
簡
の
廃
棄
方
法

出
土
し
た
木
簡
が
、
す
べ
て
廃
棄
処
分
さ
れ
た
も
の
と
仮
定
す
る
と
、
木
街
の
形

状
は
廃
棄
の
た
め
の
処
置
を
経
た
状
態
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
木
簡
の

廃
棄
方
法
は
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

Ａ
．
も
と
の
形
状
の
ま
ま
廃
棄
し
た
も
の

（完
形
の
木
簡
）

Ｂ
。
も
と
の
木
簡
を
切
断

・
割
裁
し
て
廃
棄
し
た
も
の

（切
断

。
割
裁
）

Ｃ
，
二
次
的
に
加
工
し
た
後
に
廃
棄
し
た
も
の

①
文
書
木
簡

文
書
木
簡
に
つ
い
て
は
、
前
項
で
分
類
し
た
通
り
で
あ
る
。
完
形
の
も
の
は
少
な

く
、
切
断

・
割
裁
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。　
三
三
二
号
木
簡
は
表
側
に
解
文
が
書
か
れ

て
い
る
が
、
そ
の
文
字
列
の
中
央
部
を
割
裁
さ
れ
て
い
る
た
め
、
文
字
の
左
半
分
の

み
が
残
存
す
る
。
裏
面
に
は
大
き
な
文
字
で
習
書
す
る
が
、
習
書
の
左
端
も
割
裁
に

よ
つ
て
欠
落
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
木
街
は
文
書
↓
習
書
↓
割
裁
の
順
で
廃
棄
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
面
の
文
字
の
中
央
を
割
裁
し
て
い
る
の
は
、
意
図
し
た
も
の

か
偶
然
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
文
書
↓
習
書
の
過
程
は
二
〇
二
号
木
簡
で
も
見
ら

れ
る
。
ま
た
文
字
の
中
央
を
縦
に
割
裁
し
た
も
の
に
は
、
文
書
木
簡
と
し
て
分
類
し

て
い
な
い
九
五
号
、　
三

一
一
号
、　
〓

〓
一号
、　
〓

一九
号
木
簡
。
細
く
割
ら
れ
た
た

め
に
文
字
の
一
部
の
み
が
残
存
す
る

一
一
六
号
、　
一
五
七
号
、　
三
全
ハ
号
、　
三
ハ
七

号
、　
一
人
九
号
木
街
な
ど
が
あ
る
。

二
次
加
工
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は

一
二
四
号
、　
三
二
一
号
木
簡
と
も
に
、
尖
ら

せ
て
い
た
部
分
が
折
れ
て
い
る
た
め
、
廃
棄
に
と
も
な
う
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で

あ
る
。
ま
た
、
文
書
木
簡
に
分
類
し
て
い
な
い
が
、
斎
串
状
に
整
形
し
た

一
七
三
号
、

二
〇
六
号
、
二
〇
八
号
木
簡
。
算
木
状
の
一
六
〇
号
、　
三
ハ
四
号
、
二

一
〇
号
木
簡

な
ど
が
あ
る
。

②
付
札
各
形
態
の
付
札
を
欠
損
の
有
無
に
よ
つ
て
分
類
す
る
。
完
形
の
木
簡
は
そ
の
ま
ま

廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
以
外
の
木
簡
に
着
目
し
た
。

ａ
，
板
の
一
端
ま
た
は
両
端
に
組
を
結
ぶ
た
め
の
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の

。
完
形
の
も
の

（両
端
の
形
状
が
明
ら
か
な
も
の
）
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（
一
四
一
号
、
一
四
五
号
、
一
四
九
号
、
一
九
〇
号
、
一
九

一
号
、
一
九
四
号
、
一
三

一
号
、

一
一　
一　
二
口▼
）

。
端
部
が
欠
損
し
て
い
る
も
の

（九
四
号
、
一
〇
二
号
、
一
一
七
号
、
一
四
四
号
、
一
四
七
号
、
一
人
一
号
、
一
人
七
号
、

三
〇
三
号
、
一
三

五
号
、
一
三
九
号
）

端
部
が
欠
損
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
も
の
が
圧
倒
的
に

多
く
、
上
端
が
欠
損
し
た
も
の
は

一
点
の
み
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
意
図
的
な
切
断
で

は
な
く
、
折
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ｂ
．
板
の

一
端
ま
た
は
両
端
を
尖
ら
せ
た
も
の

・
完
形
の
も
の

（両
端
の
形
状
が
明
ら
か
な
も
の
）

（
一
五
四
号
、
一
五
人
号
、
三
〈
百
万
、
一
七
四
号
、
一
七
五
号
、
一
七
七
号
、
一
八
四
号
、

一
八
六
号
、
一
一三
二
号
）

・
端
部
が
欠
損
し
て
い
る
も
の

（
一
一
〇
号
、
〓
三
省
巧
、
〓
二
八
号
、
一
四
六
号
、
一
四
八
号
、
一
七
二
号
、
一
人
八
号
、

二
〇
〇
号
、
一
一〇
九
号
、
一
〓

四
号
）

端
部
が
欠
損
し
て
い
る
も
の
の
大
部
分
は
折
れ
に
よ
る
も
の
で
、
意
図
的
に
切
断

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
完
形
の
も
の
の
う
ち

一
五
人
号
、　
一
七
五
号
木
簡
は
、
上

端
の
角
が
斜
め
に
削
ら
れ
て
お
り
、
〇
三
三
型
式
の
木
簡
を
、
切
り
込
み
の
部
分
か

ら
切
断
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

ｃ
．
長
方
形
の
も
の
全

四
一二
山巧
、
≡

一〇
田こ

す
べ
て
完
形
の
木
簡
で
あ
る
。

ｄ
．
形
状
不
明
の
も
の
全

二
五
号
、
一
三
四
四万
、
一
四
〇
田巧
、
三
全
一口巧
、
一
八
五
口α

一
二
五
号
木
簡
は
上
端
が
折
れ
、
下
端
が
切
断
さ
れ
て
い
る
。
「皮
麦
」
の
品
名

が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
部
に
切
り
込
み
を
も
つ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ

の
他
は
す
べ
て
地
名
と
人
名
が
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。　
一
人
五
号
木
簡
は
下
端
が
切
断
さ
れ
て
い
る
が
、
記
さ
れ
た
内

容
は
「郷
名
十
人
名
」
で
あ
り
、
下
端
を
尖
ら
せ
た
付
札
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

廃
棄
に
と
も
な
う
処
置
の
可
能
性
も
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
付
札
の
大
部
分
は
使
用
時
の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
、
そ
の
後
に
欠

損
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五
　
ま
と
め

文
書
木
簡
の
多
く
が
割
れ
て
出
土
す
る
こ
と
は
、
長
野
県
の
屋
代
遺
跡
群
の
木
簡

（側
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
一
九
九
六
）
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
付
札

が
完
形
で
出
土
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
文
書
木
簡
は
内
容
を
抹
消
す
る
な
ど
の

理
由
で
、
割
裁

・
切
断
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
付
札
は
、
切
り
込
み
を
入
れ
た
「荷

札
形
」
と
下
端
を
尖
ら
せ
た

「短
冊
形
」
の
二
種
類
が
あ
る
。
山
中
氏
に
よ
れ
ば
、

二
条
大
路
路
面
上
の
土
坑

（Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
）
か
ら
出
上
し
た
近
江
国
の
庸
米
木
簡

で
は
、
同
時
期
に
同
場
所
か
ら
発
送
さ
れ
な
が
ら
形
態
が
異
な
る
荷
札
が
存
在
し
、

発
送
時
に
は
「短
冊
形
二
枚
、
荷
札
形

一
枚
」
の
形
態
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
短
冊
形
は

「本
来
、
消
費
地
に
到
達
す
る
ま
で
に
、
勘
検
の
た
め
抜
き
取
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ら
れ
て
い
た
」
と
解
釈
さ
れ
た

（山
中
　
一
九
九
二
）
。
観
音
寺
遺
跡
で
も
、
短
冊

形
に
は
名
方
郡
内
の
郷
名
と
人
名
を
書
い
た
だ
け
の
簡
略
な
も
の
が
圧
倒
的
に
多

い
。
こ
れ
ら
は
名
方
郡
行
に
お
い
て
、
「勘
検
」
の
た
め
に
抜
き
取
ら
れ
た
短
冊
形

の
一
枚
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
（大
橋
）

引
用
文
献

側
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
一
九
九
六

『長
野
県
屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
』

山
中
　
立早
　
一
九
九
二

「考
古
資
料
と
し
て
の
古
代
木
簡
」
『木
街
研
究
』
１４

い

て

エハ
　
観
音
寺
遺
跡

（西
環
状
線
地
点
）
出
土
木
簡

に

つ

京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授
　
和
田
　
率

観
音
寺
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
釈
文
を
掲
げ
て
簡
単
な

解
説
を
付
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
徳
島
環
状
線
国
府
工
区

（以
下
、
西
環
状
線
）
内

か
ら
出
上
し
た

一
二
九
点

（八
七
号
～
二

一
五
号
木
簡
）
と
、
西
環
状
線
と
国
道

一

九
二
号
と
の
交
差
点
拡
幅
工
事
に
伴
っ
て
出
上
し
た
七
点

（二

一
六
号
～
三
二
二
号

木
簡
）
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
右
の

一
三
六
点
の
木
簡
に
記
載
さ
れ
た
内
容
や
木
簡
の
形
状
か
ら
推

定
で
き
る
事
項
を
列
挙
し
て
、
ま
と
め
と
し
た
い
。
そ
の
際
、
二
〇
〇
二
年
に
公
刊

さ
れ
た

『観
音
寺
遺
跡
Ｉ

（観
音
寺
遺
跡
木
街
篇
産

（倒
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
）
所
収
の
一
号
～
八
五
号
木
簡
に
も
言
及
し
て
、
観
音
寺
木
簡
の
重
要
性
を
指

摘
し
た
い
と
考
え
る
。

観
音
寺
木
街
か
ら
、
以
下
の
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
。

ｉ
．
こ
れ
ま
で
の
観
音
寺
遺
跡
の
発
掘
調
査
成
果
に
よ
れ
ば
、
遺
跡
は
阿
波
国
の
国

衡
近
傍
、
お
そ
ら
く
西
方
域
か
ら
南
西
域
に
広
が
っ
て
い
た
。
国
衡
の
存
続
し
た
時

期
は
、
Ｖ
層
か
ら
出
土
し
た

「天
平
勝
賓
二
年

（七
五
〇
）
八
月
十
五
日
」
盆

八

三
号
）、
「
×
平
賓
字
八
年

（七
六
四
）
二
月
十
日
」
全

〓
一七
号
）、
「延
暦
三
年

（七

〔名
ヵ
〕

八
四
）
四
月
十
四
日
」
全

八
二
号
）
や
、
Ⅳ
層
出
上
の

「□
東
郡
」
盆

一
四
号
）

に
よ
り
、
人
世
紀
中
葉
か
ら
九
世
紀
末
に
及
ぶ
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
名
方
郡
は
寛

平
八
年

（八
九
六
）
に
名
東
郡
と
名
西
郡
に
分
轄
さ
れ
た
。
Ⅲ
層
出
上
の
木
簡
に
、

「阿
波
国
司
等
可
申
上
□
」
全

〇
五
号
）
と
記
す
も
の
が
み
え
る
の
で
、
国
衡
は

人
世
紀
中
葉
か
ら

一
〇
世
紀
に
至
る
ま
で
機
能
し
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
。

〔四
カ
〕

ま
た
南
環
状
道
路
地
点
出
上
の
木
簡
に
、
「己
丑
年

（六
人
九
と

□
月
十
九
日
」

（四

一
号
）
や
、
五
十
戸
制
の
施
行
を
示
す

「波
（
五
十
戸
税
」
「高
志
五
十
戸
税
」

「佐
井
五
十
戸
税
」
全
ハ
○
号
）
が
あ
る
。
「サ
ト
」
の
表
記
は
、
大
局
的
に
見
て
天

武
朝
以
前
は

「五
十
戸
」
、
持
統
朝
以
降
は

「里
」
と
認
め
ら
れ
る
の
でィ
、
七
世
紀

後
半
の
天
武
朝
か
ら

一
〇
世
紀
に
至
る
ま
で
、
阿
波
国
の
国
衛
は
観
音
寺
遺
跡
の
近

傍
に
所
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
「麻
殖
評
」
と
記
す
四
号
や
、
「国
守

大
夫
」
が
板
野

（評
）
を
巡
行
し
た
際
の
食
料
支
給
記
録

（七
〇
号
）
も
、
天
武

。

持
統
朝
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
阿
波
国
の
成
立
と
国
衡

。
国
府
の
設

置
は
天
武
朝
に
遡
り
、　
一
〇
世
紀
に
至
る
ま
で
、
観
音
寺
遺
跡
の
近
傍
に
存
続
し
た

の
で
あ
る
。
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�
．
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
に
は
、
国
衡
に
お
け
る
官
人
た
ち
の
実
務
内
容
を
示
す
も
の

が
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。

①
阿
波
国
司
の
牒

・
解
の
草
案

（勘
籍
木
簡
三
〇

一
号
）
が
み
え
る
。
な
お
Ⅲ
層

出
土
木
簡
に
も
、
阿
波
国
司
ら
の
申
上
状
が
あ
る

（
一
〇
五
号
）
。
勘
籍
木
簡
に
つ

い
て
は
、
改
め
て
�
で
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
②
官
人
ら
の
召
喚
を
命
じ
た
召
文

（
一
三

一
号
）
、
③
国
衛
へ
の
報
告

（
一
人
三
号
）
、
④
国
衡
内
で
起
こ
っ
た
事
件
の

報
告

（
一
三
三
号
）
な
ど
が
み
え
る
。
⑤
国
内
諸
郡
か
ら
国
衛
に
送
ら
れ
て
き
た
物

資
の
付
札

（
一
四
四
、　
一
四
七
号
）
が
あ
る
。

�
．
荷
札
木
簡
で
は
、
「阿
波
図
進
御
贄
甲
扇
壱
缶
」
全

四
九
号
）
、
「阿
波
園
大
贄

（費
力
）
（上
力
〕

■
■
大
□
進
□
×
」
全
一〇
三
号
）
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
ず
二
〇
三
号
木
簡
を
取
り
上
げ
よ
う
。
下
部
が
折
損
し
て
い
る
の
で
憶
測
の
域

を
出
な
い
が
、
「大
贄
」
の
下
の
二
字
を
墨
で
塗
り
潰
し
、
再
度

「大
贄
」
と
記
し

て
い
る
。
国
衛
で
大
贄
木
簡
の
作
成
に
失
敗
し
、
廃
棄
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

一
四
九
号
木
簡
は
完
形
で
、
上
下
端
に
切
り
欠
き
を
施
す
。
御
贄
の
内
容
も

「甲

扇
壱
缶
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
大
贄

・
御
贄
木
街
は
宮
都
で
数
多
く
検

出
さ
れ
て
い
る
が
、管
見
の
範
囲
で
は
こ
れ
ま
で
地
方
官
行
で
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
も
完
形
の
ま
ま
で
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
問
題
を
残
し
て
い
る
。
ま
こ
と
に
貴
重

な
木
簡
と
言
っ
て
よ
い
。
解
説
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
二
条
大
路
木
簡
に

「阿
波
囲

森
甲
扇
贄
壱
□
」
と
み
え
、
共
通
す
る
所
が
多
い
。

関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「棘
甲
扇
二
斗
四
升
」
全

九

一
号
）
木
簡
が
み
え

る
こ
と
で
あ
る
。　
一
四
九
号
木
簡
の
解
説
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
徳
島
県
南
部
の
海

部
郡
美
波
町
な
ど
で
は
、
今
も
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
な
ど
の
漁
獲
量
が
多
い
。
二
斗
四
升

の
森
甲
歳
は
数
量
が
多
き
に
過
ぎ
る
か
ら
、　
一
九

一
号
木
簡
は
那
賀
郡
か
ら
国
行
に

送
ら
れ
て
き
た
棘
甲
前
の
付
札
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
国
行
で

一
缶
ず
つ
に

小
分
け
し
て
、
「阿
波
國
進
御
贄
甲
扇
壱
缶
」
と
記
し
た
木
簡
を
、
二
～
三
枚
程
度
、

括
り
付
け
た
と
も
解
し
う
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
に
は
、　
一
四
九
号
木
簡
を
廃
棄
し

た
理
由
が
不
分
明
と
な
る
。

ま
た
別
の
解
釈
と
し
て
、
那
賀
郡
か
ら
国
衛
に
送
ら
れ
て
き
た
森
甲
扇

一
缶
に
、

二
～
三
枚
の
「阿
波
國
進
御
贄
甲
扇
壱
告
」
と
記
す
木
簡
が
括
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、

国
衛
で
の
検
収
に
際
し
て

一
枚
を
取
り
除
き

（廃
棄
さ
れ
る
）
、
平
城
宮
内
膳
職
に

送
ら
れ
て
、
そ
こ
で
も
検
収
の
際
に

一
枚
取
り
除
き
、
最
終
的
に
は
消
費
さ
れ
る
場

所
で
取
り
除
か
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
場
合
に
は
、
那
賀
郡
行
で
御
贄
の

甲
扇
壱
缶
を
調
製
し
御
贄
木
簡
を
括
り
付
け
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
品
質
や
内
容
量
を

国
衡
で
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
問
題
を
残
す
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も

一
四
九
号

。
一
九

一
号

・
三
〇
三
号
木
簡
は
、
地
方
か
ら
宮
都

へ
大
贄

・
御
贄
を
貢
進
す
る
際
の
手
続
き
や
経
緯
を
考
え
る
上
で
、
ま
こ
と
に
貴
重

な
事
例
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

�
．
勘
籍
木
簡

（二
〇

一
号
）
に
つ
い
て
は
解
説
で
ふ
れ
た
通
り
で
あ
る
が
、
今
少

し
関
連
す
る
こ
と
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。

Ｃ
に
記
さ
れ
た
内
容
は
、
資
人
で
あ
る
秦
人
マ
大
宅
に
つ
い
て
、
阿
波
国
司
が
国

行
に
保
管
さ
れ
て
い
る
戸
籍
に
よ
り
、
そ
の
年
齢
、
名
方
郡
殖
栗
郷
の
戸
主
秦
人
マ

人
麻
呂
の
戸
口
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
旨
を
、
解
状
と
し
て
認
め
た
も
の
の
草
案

で
あ
り
、
問
題
は
な
い
。
Ｃ
は
、
Ａ
や
Ｂ
と
異
な
る
書
体
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。

解
説
で
は
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
Ｂ
と
Ｃ
の
間
に
削
り
残
し
た
文
字
の
残
画
が
み
え
、

墨
痕

・
書
体
か
ら
み
て
、
Ｃ
と
同
筆
か
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
Ａ
と
Ｂ
は
同
筆
で
あ
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る
も
の
の
、
内
容
的
に
は
連
続
性
が
な
い
。
Ｂ
で
は
、
「除
此
土
籍
欲
附
彼
籍
者
」

３
附
」
の
下
の

「出
京
戸
」
の
三
文
字
を
抹
消
し
て
い
る
）
と
記
し
て
お
り
、
あ

る
い
は
Ｃ
と
同
様
に
勘
籍
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

△
面
の
右
側
辺
は
割
裁
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
左
側
辺

（Ｂ

，
Ｃ
面
の
右
側
辺

で
も
あ
る
）
は
整
形
面
を
留
め
て
い
る
。
ま
た
Ａ
と
Ｂ
は
同
筆
と
断
定
し
う
る
が
、

内
容
的
に
は
別
の
も
の
で
あ
り
、
Ｂ
は

「已
畢
」
で
始
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
二
〇

一

号
木
簡
と
同
様
の
形
状
を
も
つ
別
の
木
簡
に
、
「已
畢
」
に
先
立
つ
文
章
が
書
か
れ

て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。

二
〇

一
号
木
簡
の
解
説
で
、本
木
簡
は
長
さ
二
尺
、
幅
二
寸
の
大
型
木
簡
で
あ
り
、

公
用
に
供
さ
れ
る
木
簡
を
利
用
し
て
、
国
衛
で
公
文
書
の
案
文

（下
書
き
）
を
習
書

し
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
し
た
。
そ
の
こ
と
と
密
接
に
関
わ
る
の
は
、
正
倉
院
に
伝

来
す
る
奈
良
時
代
の
公
文
書
の
縦
の
法
量
が
ほ
ぼ

一
尺
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
い
く

つ
か
の
事
例
を
左
に
掲
げ
る

（法
量
は
縦
×
幅
で
単
位
は

帥
）
。

正
集
　
一

第

一
紙
　
神
祗
官
移
民
部
省
　
一
一九

・
一
×
一
七

。
一

第
二
紙
　
中
宮
職
解
　
　
　
　
一
一九

。
九
×
三
四

・
〇

第
四
紙
　
皇
后
宮
職
解
　
　
　
一
一九

・
四
×
一
一
・
〇

正
集
　
二

第

一
紙
～
第
三
紙
　
民
都
省
牒
東
大
寺
三
綱
所
　
　
二
人

・
八
×
四
人

・
六

正
集
　
四

第

一
〇
紙
　
左
京
職
符
東
市
司
　
　
一
一九

・
五
×
二
五

・
四

正
集
　
六

第

一
紙
　
越
前
国
司
牒
造
東
大
寺
司
安
都
佐
官
所

第
三
紙
　
足
羽
郡
書
生
解
　
　
一
一九

・
八
×
二
六

二
九

・
六
×
五
七

・
八

こ
れ
ら
の
事
例
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
本
木
簡
の
一
行
分
は
、
紙
に
記
す
公
文
書
の

二
行
分
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
本
木
簡
に
習
書
し
て
お
け
ば
、
公

文
書
と
し
て
紙
に
浄
書
す
る
際
、
紙
の
縦
と
幅
の
法
量
の
見
当
が
つ
く
。

本
木
簡
の
上
端
部
は
緩
や
か
な
弧
状
と
な
っ
て
お
り
、
曲
物
の
底
板
を
転
用
し
た

も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
Ａ
面
の
右
辺
は
割
裁
さ
れ
て
い
る
の
で
、
も
と
も
と
六

側
前

後
の
幅
だ
っ
た
ら
し
い
。
も
し
も
上
端
部
が
正
円
状
だ
っ
た
と
す
る
と
、
復
原
さ
れ

る
幅
は

一
〇
帥
前
後
と
な
り
、
か
な
り
の
文
字
数
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
な

る
。
表
と
裏
の
両
面
と
も
に
何
度
も
削
ら
れ
た
痕
跡
が
あ
り
、
国
行
で
こ
う
し
た
木

簡
に
草
案
を
書
き
、
加
除
し
て
訂
正
し
た
上
で
、
紙
の
公
文
書
と
し
た
状
況
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。
国
行
に
お
い
て
木
と
紙
と
が
併
用
さ
れ
て
い
た
状
況
を
、
生
々

し
く
一不
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ｖ
．
観
音
寺
遺
跡
出
土
の
木
簡
で
、
〇
五

一
型
式
の
も
の
、
即
ち
長
方
形
の
材
の
下

端
部
を
尖
ら
せ
た
も
の
に
は
、
書
式
に
特
徴
あ
る
木
簡
の
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

⌒マ
カ
）

全
て
Ｖ
層
出
上
の
も
の
で
あ
り
、
代
表
的
な
事
例
を
示
す
と
、
「井
上
高
安
漠
人
□

身
麻
呂
」
全

七
五
号
）
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
「井
上
」
は
名
方
郡
井
上
郷
の
意
で
、

郡
名
と

「郷
」
字
を
省
略
し
、
そ
の
下
に
人
名
を
記
す
。

同
様
の
も
の
と
し
て
、　
三
全

号
、　
一
七
二
号
、　
一
七
四
号
、　
一
七
七
号
、　
一
人

四
号
、　
一
人
六
号
、
三
二
二
号
な
ど
が
あ
る
。　
一
人
四
号
は

「人
万
大
名
」
と
の
み
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記
す
。
名
方
郡
八
万
郷
の
地
名
と
、
「大
名
」
と
い
う
名
の
み
を
記
し
た
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。

挙
げ
ら
れ
て
い
る
地
名
に
つ
い
て
み
る
と
、
漢
人
郷

（
一
七
四
号
）
の
み

『和
名

抄
』
に
み
え
な
い
が
、
他
は
全
て
名
方
郡
の
櫻
間

・
井
上

・
殖
栗
郷
で
あ
る
。
「名

方
郡
」
の
郡
名
を
省
略
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
阿
波
国
行
に
近
接
し
て
所
在
し
て
い

た
か
と
推
測
さ
れ
る
、
名
方
郡
行
に
関
わ
る
木
簡
の
可
能
性
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
木
簡
が
ど
の
よ
う
な
目
的
に
用
い
ら
れ
た
の
か
は
憶
測
の
域
を
出
る
も

の
で
は
な
い
が
、
下
端
部
を
尖
ら
せ
た
形
状
と
、　
一
七
七
号
に

「秦
人
マ
満
女
」
と

い
う
女
性
名
が
み
え
る
こ
と
が
手
が
か
り
と
な
る
か
と
考
え
る
。

実
は
こ
う
し
た
事
例
は
、
『観
音
寺
遺
跡
Ｉ

（観
音
寺
遺
跡
木
簡
篇
と

で
報
告
し

た
南
環
状
道
路
地
点
内
で
も
三
点
出
上
し
て
い
る
。

「於
井
郷
忍
海
マ
得
矢
女
九
月
七
日
」
全
一号
）

「津
迩
郷
野
縁
里
大
伴
マ
廣
嶋
」
（九
号
）

「鳴
里
錦
部
鹿
津
奉
上
大
刀
」
（五
四
号
）

Ｖ
層
出
上
の
木
簡
に
比
し
、
や
や
古
い
時
期
の
も
の
な
の
で
、
地
名
の
表
記
も

「郷
」
字
を
省
略
す
る
こ
と
は
な
い

（九
号
は
郷
里
制
下
の
も
の
。
五
四
号
は
郷
里

制
以
前
の
も
の
）
。
於
井

（井
於
）
郷
と
鳴
里

（賀
茂
郷
）
は
名
方
郡
に
所
属
す
る
。

津
迩
郷
は

『和
名
抄
』
に
み
え
ず
、
吉
野
川
の
河
道
が
変
化
し
た
た
め
に
失
わ
れ
た

地
名
か
と
思
わ
れ
る
。
二
号
は

一
七
七
号
と
同
じ
く
女
性
の
名
が
み
え
、
「九
月
七

日
」
の
日
付
を
記
す
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
〇
五

一
型
式
の
木
簡
は
、
『和
名
抄
』
に
み
え
な

い
漢
人
郷
と
津
迩
郷
を
除
け
ば
、全
て
名
方
郡
在
住
の
男
女
に
関
わ
る
木
簡
で
あ
り
、

そ
の
用
途
が
注
目
さ
れ
る
。
憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、
下
端
の
尖
っ
た
ｏ
五

一
型
式

で
あ
り
、
女
性
の
名
も
み
え
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
祭
祀
に
関
わ
る
も

の
で
は
、
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
五
四
号
木
簡
の
解
説
で
も
ふ
れ
た
が
、
錦
部
鹿
津

が
奉
上
し
た
太
刀
は
実
用
の
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
の
太
刀
は
、
祭

祀
具
と
し
て
捧
げ
ら
れ
た
木
製
の
刀
形
だ

っ
た
の
で
は
、
と
考
え
る
。
「鹿
」
の
字

も
、
「庁

（ま
だ
れ
と

で
は
な
く

「声

（や
ま
い
だ
れ
こ

と
な

っ
て
お
り
、
あ
る

い
は
軍
国
の
隊
正
な
ど
の
地
位
に
あ
つ
た
鹿
津
が
病
気
平
癒
を
願
っ
て
、
川
辺
で
実

修
し
た
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
も
の
か
と
推
測
す
る
。
そ
う
し
た
祭
祀
の
場
と
な
っ
た

の
は
、
国
衡
近
く
を
流
れ
る
自
然
流
路
や
、
同
じ
く
国
行
近
傍
の
舌
洗
池
、
舌
洗
池

か
ら
流
れ
出
す
舌
洗
川
な
ど
が
候
補
地
と
な
る
。
観
音
寺
遺
跡
か
ら
大
量
の
祭
祀
遺

物
が
出
上
し
て
い
る
の
も
、
あ
る
い
は
そ
の
こ
と
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
か
と
思
わ

れ
る
。

観
音
寺
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、
出
土
点
数
が
多
い
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
時

期
は
七
世
紀
中
葉
前
後
か
ら

一
〇
世
紀
に
及
び
、
そ
の
大
半
は
阿
波
国
行
が
機
能
し

て
い
た
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
ま
こ
と
に
豊
富
か
つ
多
彩
で
あ
り
、
地

方
出
上
の
木
簡
と
し
て
は
屈
指
の
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
な
か
で
も
論
語
木
簡
、
「難

波
津
の
歌
」
の
習
書
木
簡
、
勘
籍
木
簡
な
ど
は
比
類
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
本
報
告

書
が
数
多
く
の
人
々
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。

注ω
　
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
奈
良
文
化
財
研
究
所
編
　
一
一〇
〇
六

『評
制
下
荷
札
木
街
集
成
』
東
京
大
学
出
版
会
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表
三
　
観
音
寺
遺
跡
主
要
木
簡

一
覧
表

名
方
郡
内
の

「地
名

。
人
名

・
品
名
」
が
記
さ
れ
た
木
簡

名
方
郡
以
外
の

「地
名

。
人
名

・
品
名
」
が
記
さ
れ
た
木
簡

一
四
〇
号

二
号

（南
）

三
四
号
（南
）

一
七
二
号

一
七
五
号

一
八
六
号

一
八
八
号

一
四
人
号

三
全

号

一
八
五
号

一
八
七
号

二

一
一
号

三
二
二
号

一
三
四
号

一
六
一
一号

一
七
七
号

一
八
〇
号

一
九
六
号

一〇

一
号

δ

五
号

木
簡
番
号

八
万
郷

於
井
郷
忍
海
マ
得
矢
女

井
上
戸
主
弓
金

井
上
郷
弓
金
餓
長

井
上
高
安
漢
人
マ
身
万
呂

井
上
生
王
マ
満
万
呂

井
上
弓
金
佐
流

櫻
間
漢
人
福
継

櫻
間
物
マ
ロ
嶋

櫻
間
猪
使
廣
山

櫻
間
米
五
斗

『真
黒
』

櫻
間
里
小
□
　
斗

櫻
間
里
酒
人
マ
赤
麻
呂

殖
栗
郷
秦
石
嶋

殖
栗
長
谷
宮
成

殖
栗
秦
人
マ
満
女

殖
栗
秦
諸
国

殖
栗
郷
長
秦

名
方
郡
殖
栗
郷
戸
主
秦
人
マ
人
麻
呂

殖
栗
語
マ
佐
留

お
も
な
釈
文

○
人

一

〇
五

一

〇

一　
一

〇
五

一

〇
五

一

〇
五

一

〇

一
九

〇
人

一

〇
五

一

〇

一　
一

〇

〓
三

〇

〓
三

〇

五

一

〇

一
九

〇

八

一

〇

五

一

〇

人

一

〇

八

一

〇

人

一

〇

一
九

型
式

一
五
人
号

六
〇
号
（南
）

二

一
五
号

一
九
三
号

五
四
号
（南
）

一
〇
二
号

二

一
四
号

二

一
九
号

一
八
四
号

埴
土
□
□
大
茂
大
麦
五
斗

波
（
五
十
戸
税

高
志
五
十
戸
税

佐
井
五
十
戸
税

土
師
里
米

一
石
目
杢

新
井
錦

マ
嶋

鴨
里
錦
部
鹿
津
奉
上
太
刀

加
毛
得
継

鴨
里
漠
人

マ

加
毛
賀
茂
春
男
麦
五
×

人
万
大
名

〇
五

一

〇

一
九

○

〓
〓

一

〇

一
九

〇
五

一

〇
三
九

〇

一
九

〇
三
九

〇
五

一

一
四
四
号

一
一
四
号

七
〇
号
（南
）

工全

一号
（南
）

一二
〇
号
（南
）

二
三
号
（南
）

二
〇
号
（南
）

一
五
号
（南
）

九
号

（南
）

四
号

（南
）

木
簡
番
号

皮
麦
五
斗
阿
波
郡
佐
比

名
東
郡
人
安
曇
継
見

板
野
国
守
大
夫

評
曲

マ
里

大
□
里
漢
人

水
原
里

秦
原
里

丹
生
里
籾

一
石

津
迩
郷
野
縁
里
大
伴
マ
廣
嶋

麻
植
評
伎
研
宍
二
升

お
も
な
釈
文

〇

〓
〓

一

〇
人

一

〇

一
九

〇

一
九

〇
人

一

〇
人

一

〇

一
九

○

〓
〓

一

〇
五

一

○

〓
〓

一

型
式
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一
三

二
号

一
δ

Ｏ
号

一
仝

号

一
七
四
号

一
四
七
号

三
間
三
間

余
戸
安
曇

マ
東
万
呂

津
迩
郷

漢
人
郷

忌
部
郷
長
上
　
喪

〇

〓
〓

一

〇

一
九

〇
三
九

〇
五

一

〇
三
九

二
〇
三
号

一
四
九
号

一
〇
五
号

三
三
号
（南
）

木
簡
番
号

阿
波
國
大
贄
■
■
大
贄
進
上

阿
波
國
進

御
贄
甲
扇
責
缶

阿
波
囲
司
等
可
申
上
□

阿
波
囲
名
□
方
郡
郡
郡

お
も
な
釈
文

〇
三
九

○

〓
〓

○
人

一

○
人

一

型
式

「
阿
波
国
」
と
記
さ
れ
た
木
簡

「人
名
」
が
記
さ
れ
た
木
簡

七
九
号
（南
）

六
七
号
（南
）

六
六
号
（南
）

五
七
号
（南
）

五
五
号
（南
）

四
五
号
（南
）

三
七
号
（南
）

三
五
号
（南
）

三
二
号
（南
）

木
簡
番
号

大

マ
ロ

道
万
呂

日
　
　
□
女
漢
人
御
伊
良

□
伴
マ
ロ

大
田

マ

神
人
　
大
伴

生
マ
諸
光

□
子
見
祢
女
年
　
五
十
四

山

マ

お
も
な
釈
支

○
人

一

〇
五

一

○

人

一

〇

一
九

〇
八

一

○
人

一

〇

一
九

〇
八

一

○

エ
ハ

一

型
式

二
〇
九
号

二
〇
四
号

二
Ｑ

一号

一
一
〇

一
旦
々

一
七
三
号

一
四
六
号

四

一
一号

一
三
七
号

一　
一二
エハ
旦●
一号

一
三

一
号

一
δ

号

一
〇
四
号

九
三
号

九

一
・九
二
号

人
四
号
（南
）

生
大
万
呂

□
佐
波

秦
百
足

秦
人

マ
大
宅

佐
伯
費
大
長

那
賀
直
綿
麻
呂

駅
人
海

マ
ロ

牛
万
呂

海
部
弓
金

マ
金

ロ

マ
子
人

戸
主
粟

栗
永
継

宗
我

阿
波
直

栗
凡
平
□
□

省
掌
山
得
人

書
生
安
曇
豊
主

物

マ
望
九

第

（弟
）
囲
マ
伊
君

〇
五
九

〇
人

一

〇

一
九

○
人

一

〇

五

一

〇
五
九

〇
人

一

〇
人

一

〇
五
九

〇

八

一

○
人

一

○
人

一

○

エ
ハ

一

〇

一　
一

○

エ
ハ

一

〇

〓
≡

一
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一
〓
δ

号

一
九
四
号

一
九

一
号

一
九
〇
号

一
八
九
号

五
一
一号

一
四
三
号

一
四

一
号

一
二
五
号

一
三
号

一
一
〇
号

五
人
号
（南
）

二
人
号
（南
）

一
七
号
（南
）

一
四
号
（南
）

木
簡
番
号

角
倶
生
海
藻
頭

一
古

藤
甲
鼠
二
斗
四
升

官
不
□
末
醤

大
豆
不
請

見
残
薪
十
七
荷

多
比
魚
廿
口
国

生
螺
百
貝

□
皮
麦
五
斗

白
米
庭

白
米
五
斗

交
軍
布

年
魚

□
海
藻

一
籠

井
遣
糸
二
目

海
□
海
老

鰻
老
海

お
も
な
釈
文

〇

一　
一

〇

〓
〓

一

〇

〓
〓

一

〇

〓
〓

一

○
入

一

〇
人

一

〇

一　
一

○

〓
〓

一

〇

一
九

〇
六
五

〇

一
九

〇

一　
一

〇

〓
三

〇
人

一

〇

人

一

型
式

「品
名
」
が
記
さ
れ
た
木
簡

「紀
年
銘
」
が
記
さ
れ
た
木
簡

「解
」
文
書

習
書

・
立
日
義

。
そ
の
他

一
三
七
号

四

一
号
（南
）

木
簡
番
号

天
平
賓
字
八
年
二
月
十
日

己
丑
年
四
月
十
九
日

お
も
な
釈
文

〇
人

一

〇

〓
〓

一

型
式

一
人
三
号

一
仝

一号

天
平
勝
賓
二
年
八
月
十
五
日

延
暦
三
年
四
月
十
四
日

〇

一　
一

〇

五

一

二
〇

一
号

一
仝

一一号

一
三
三
号

木
簡
番
号

阿
波
囲
司
解

申
勘
籍
資
人
事

謹
解
申
神
原
田
稲
苅
得
事

府
掌
等
解
申
可
□
火
事
□

お
も
な
釈
文

〇
人

一

〇

一　
一

〇

一　
一

型
式

一
三
五
号

一
三
三
号

八
五
号
（南
）

七
七
号
（南
）

六
九
号
（南
）

五
九
号
（南
）

四
二
号
（南
）

三
六
号
（南
）

三

一
号
（南
）

一
九
号
（南
）

八
号

（南
）

木
簡
番
号

雑
雑
雑
雑
物
物

海

廣

海

海

□

子

ホ

□

子
国
　
学
而
習
時
不
孤
□
乎

奈
（
波
ツ
（
作
久
矢
己
乃
波
奈

通
下
迩
盗
人

我

非

九

部

□
道
治
之
必
不
作
也

見
　
願
願
福

寺
寺
主
主

以
徴
今
故
此
旨

安
子
之
比
乃
木

椿
ッ
婆
木

お
も
な
釈
文

〇

一
九

〇

一　
一

〇

一
九

〇
六
五

〇

一
九

〇

一　
一

〇
人

一

〇

一
五

〇
人

一

○
人

一

〇
八

一

型
式
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二
Ｑ

一号

一
七
八
号

秦
日
□
斜
　
斜
餅
有
有

鳥
道
第
第
第
□
驀
霜
家

鳥
第
第
説
　
　
蘭
　
蘭

〇

一
九

〇

一
九

注
①
　
木
筒
番
号
に

（南
）
と
付
し
た
も
の
は
、
『観
音
寺
遺
跡
Ｉ
』
（⑪
徳
島
県
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
　
一
一〇
〇
三
）
に
お
い
て
報
告
し
た
、
南
環
状
道
路
地
点
か
ら
出
土
し
た
も
の

を
表
す
。
そ
れ
以
外
は
西
環
状
線
地
点
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
人
七
号
～
二
一
五
号
ま
で

は

『観
音
寺
遺
跡

（Ⅳ
こ

（∽
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
三
〇
〇
人
）
に
お
い
て
報

告
し
た
も
の
で
あ
る
。

注
②
　
お
も
な
釈
文
に
は
、
報
告
書
で
□
と
し
、
〔　
力
〕
で
表
し
た
文
字
を
取
り
入
れ
た
。

注
①
　
お
も
な
釈
文
の

「
・
・
・
」
は
、
以
下
に
続
く
文
字
を
省
略
し
た
事
を
表
す
。

注
ω
　
型
式
は
各
報
告
書
に
準
じ
て
い
る
。
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表
4 
出
土
木
簡
観
察
表

簡号
本番

分
類

名
称

地
区

層
位

型
式

木
取
法
量
L
法
量
W
法
量
H
特
徴
1(残
存
部
分
に
関
す
る
情
報
)
特
徴
2(形
状
に
関
す
る
情
報
)

表
面
の
状
態
X座
標
Y座
標

Z座
標

木
簡

不
明

3区
不
明

柾
目

(20.6)
下
端
折
れ
。

表
面
上
部
に
削
り
痕
有
り
。

滑
ら
か

木
簡

位
牌
3区
東
3(砂

)
板
目

(14.1)
(2.65)

0.25
下
端
折
れ
、
右
辺
削
り
。

位
牌
の
断
片
。

滑
ら
か

118796 295
89891 175

4.795

木
簡
物
忌
札
3区
東

8
059

板
目

(60,9)
上
下
両
端
部
欠
損
。

左
辺
上
端
に
上
端
を
山
形
に
尖
ら
せ
て
い

た
痕
跡
有
り
。
下
端
は
左
右
両
側
か
ら

削
つ
て
尖
ら
せ
て
い
る
。
中
央
部
は
切
り

折
り
に
よ
り
切
断
。

滑
ら
か

118797.386
89886.025

4.116

木
簡

付
札
3区
西

9
柾
目

(ll.2)
下
端
折
れ
。

上
端
は
弧
状
に
整
形
。
上
部
の
左
右
両
側

に
切
り
込
み
有
り
。

や
や
粗
い
118793 873

89876.210
3 921

220
木
簡

付
札
3区
東

板
目

完
形
。

や
や
滑
ら
か
118797.747

89884.010
3.793

221
木
簡
記
録
簡
3区
西

11
柾
目

(18.5)
12
上
端
折
れ
、 下
端
は
刻
線
部
分
で
切
断
。
左
右
両
側
は
削
り
で
整
形
。

滑
ら
か

118795,248
89877.064

3.174

222
木
簡

付
札
3区
東

柾
目

完
形
。

下
端
は
左
右
両
側
か
ら
削
つ
て
尖
ら
せ

る
。

滑
ら
か

118793.963
89885,395

2.944

表
5 
出
土
木
簡
状
木
製
品
観
察
表

物号
遺番

分
類

名
称

地
区

層
位

型
式

木
双
法
量
L
法
量
W
法
量
H
特
徴
1(残
存
部
分
に
関
す
る
情
報
)

特
徴
2(形
状
に
関
す
る
情
報
)

表
面
の
状
態
X座
標

Y座
標

Z座
標

560
状品

簡製

木木
付
札

3区
柾
目

0,7
完
形
。

上
下
両
端
切
り
折
り
。
上
部
の
左
右
両
側

に
切
り
込
み
有
り
。

や
や
滑
ら
か

状品

簡製

木木
付
札
E区

7
031

柾
目

(12.8)
下
端
折
れ
。

上
部
の
左
右
両
側
に
切
り
込
み
有
り
。
下

部
は
左
右
と
も
斜
め
に
削
る
が
、
欠
損
の

た
め
不
明
。

や
や
滑
ら
か
118797.908

89891.680
3.696

状品

簡製

木木
不
明
3区
東

8
081

板
目

(12.7)
上
下
両
端
折
れ
。

両
面
に
墨
痕
が
あ
る
が
、
釈
読
は
出
来
な

ヤゝ
。

や
や
治
ら
か
l18797.102

89884 365
42■

563
木
簡
状
木
製
品
付
札
3区
東

031
柾
目

1)
下
部
欠
損
。

上
部
に
左
右
両
側
か
ら
切
り
込
み
有
り
。

下
端
右
側
に
斜
め
に
削
り
痕
が
残
存
。
切

り
込
み
の
痕
跡
か
。

滑
ら
か

118797903
89886 219

4.133

ＩＩ　蛉［ＩＩ



表6 観音寺遺跡 (西環状線地点)出土木簡番号・整理番号対応表
木簡番号 整理番号 木簡番号 整理番号 木簡番号 整理番号 木簡番号 整理番号 木簡番号 整理番号

87 200440 200431 2004蟄 200560 209 199811

200571 200435 179 200561 203530

2005翻 200438 200502 200565 200012

200437 200535 200504 21X1569 21111103

200401 200542 200505 2000Эユ 200104

92 200402 123 200543 152 200507 183 200002

200427 21jl1545 1弼 200508 200003 200101

200434 200552 200510 200004 67Э

200511 200567 200512 186 200005 648

200533 199801 200513 200006

128 157 200514 188 200007 645

98 200538 199805 158 200515 200008 575

200539 199809 159 200517 200009

200540 200405 200520 2011010 222 644

200541 200404 200523 200011

102 200550 200403 200524 200013

103 200551 200406 200525 194 200014

200554 200407 200526 200016

105 200562 200408 200527 200017

106 200566 200432 197 200018

200568 200409 200528 198 200519

200570 200410 168 200509

200572 200411 200544 200558

200015 200414 200546 200503

111 199807 200415 200547 200563

199808 200416 172 200548 203 200564

200は 12 142 200417 200549 200425

200413 143 200418 174 200556 205 200019

200419 200420 175 200555 1998111B

200422 200421 200557 199802

200429 200423 200559 199810A

(木衡番号87～ 2151よ F観音寺遺跡 (Ⅳ )』 216～222は F観音寺遺跡 (V)」 1こ掲載)
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コード

耳ヒ索革 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

観音寺遺跡 徳島県徳島市

国府町観音寺

36201 34涯乏

4分

6秒

134握霊

28す)

22希少

平成19年度

2007年 7月 1日

～2∞7年 9月 30日

2007年 12月 1日

～2007年 12月 31日

220n¥

30n了

道路改築事業

(徳島環状線

国府工区)

所収遺跡名 種 別 主 な 年 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

観音寺遺跡 自然流

路

奈良時代

平安時代

中世

自然流路 木簡

木器 (工具、農具、容器、服飾

具、部材、祭祀具など)

土器 (須恵器、土師器など)

土製品 (瓦、土錘など)

石製品 (石帯など)

金属製品 (鏃、刀子など)

動物遺体 (牛、馬など)

奈良時代～中

世にかけての

自然 流路 か

ら、本簡をは

じめ容器、祭

祀具など木器

が大量に出土

した。

鮎喰川が形成した扇状地の扇端部の低湿地に形成された遺跡である。おもに奈良時代から平安時

代にかけて堆積した自然流路から、土器や木製品とともに木簡7点が出土した。平安時代の「物

忌札」をはじめ、付札などが含まれる。調査範囲内は、主に9世紀から10世紀の堆積層であるこ

とが明らかとなった。
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